


養
老
山
地
と
揖
斐
川
に

は
さ
ま
れ
た
海
津
市
南
濃
町

海
津
市
の
揖
斐
川
右
岸（
旧
南
濃
町
）
は
、
古
代
か

ら
の
歴
史
と
文
化
を
誇
る
養
老
山
地
山
麓
の
先
進

地
域
と
、
江
戸
時
代
以
降
に
開
発
さ
れ
た
輪
中
地

帯
に
よ
っ
て
成
り
た
っ
て
い
ま
す
。
治
水
安
全
度

が
向
上
し
た
現
在
は
、
商
工
業
が
発
達
し
宅
地
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。

養老山地側から南濃町平野部を望む

南濃町庭田の円満寺 南濃町上野河戸の行基寺

１

地
域
の
歴
史

ま
す
。

　

こ
の
地
域
で
は
弥
生
時
代
の
遺
跡
は
見

つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
続
く
古
墳
時
代

の
遺
跡
が
多
く
存
在
す
る
の
で
、
先
住
農

耕
民
が
存
在
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
て
い

ま
す
。
庭
田
の
円
満
寺
古
墳
は
前
方
後
円

墳
で
、
三
面
の
舶
戴
鏡
を
は
じ
め
と
し
た

玉
類
・
石
製
品
な
ど
が
多
数
出
土
し
て
お

り
、
最
も
古
い
時
代
の
古
墳（
前
Ⅰ
期
古

墳
）
に
属
す
る
と
し
て
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
存
在
は
、
こ
の
地
域
が
極
め
て
古
い

時
代
か
ら
大
和
朝
廷
と
密
接
な
関
係
に
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
他

一
〇
〇
基
以
上
の
古
墳
が
あ
っ
た
こ
と
が

確
認
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
多
く
は
後
期
古

墳
に
属
し
て
い
ま
す
。

　

九
世
紀
半
ば
に
多た

ぎ芸
郡
の
西
部
南
部

を
分
割
し
て
石
津
郡
と
し
た
と
さ
れ
、

『
和
わ
み
ょ
う
る
い
じ
ゅ
し
ょ
う

名
類
聚
抄
』
に
よ
る
と
石
津
郡
に
は
、

山
崎
郷
・
建
部
郷
・
大お
お
む
は庭
郷
・
桜
樹
郷
の
四

郷
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

内
当
地
に
比
定
さ
れ
る
の
は
山
崎
郷
で
、

山
崎
北
谷
と
山
崎
南
谷
の
間
の
扇
状
地
に

古
代
よ
り
開
け
た
揖
斐
川
右
岸

　

岐
阜
県
の
南
西
部
に
位
置
す
る
海
津
市

は
、
平
成
一
七
年（
二
〇
〇
五
）
三
月
二
八

日
に
海
津
町・
平
田
町・
南
濃
町
の
三
町
が

合
併
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
海
津
町
・
平

田
町
は
、
長
良
川
と
揖
斐
川
に
挟
ま
れ
た

高
須
輪
中
と
よ
ば
れ
る
地
域
で
す
。
南
濃

町
は
揖
斐
川
右
岸
に
あ
っ
て
、
西
側
に
養

老
山
地
が
連
な
る
南
北
に
細
長
い
地
域
で
、

南
は
三
重
県
桑
名
市
、
西
は
三
重
県
い
な

べ
市
、
北
は
岐
阜
県
養
老
町
と
接
し
て
い

ま
す
。

　

養
老
山
地
の
麓
の
丘
陵
地
は
、
採
集
狩

猟
生
活
で
あ
っ
た
縄
文
人
に
と
っ
て
、
恵

ま
れ
た
環
境
に
あ
っ
た
よ
う
で
、

多
く
の
縄
文
遺
物
が
出
土
し
て
い

ま
す
。

　

庭
田
東
方
の
丘
陵
で
は
、
マ
ガ

キ
を
主
と
し
た
貝
殻
が
散
布
す
る

庭
田
貝
塚
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、

当
時
は
こ
の
辺
り
ま
で
伊
勢
湾
が

入
り
こ
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
り

位
置
し
、
北
に
上
野
河こ
う
ず戸

が
あ
り
、
こ
こ

に
郡
家
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

当
地
域
に

は
、
行ぎ
ょ
う
き
じ

基
寺
を

は
じ
め
と
し
て

行
基（
六
六
八
～

七
四
九
）
を
開
祖

と
伝
え
ら
れ
る
寺

院
が
多
く
、
中
で

も
庭
田
の
円
満
寺

は
、
平
安
中
期
の

作
と
さ
れ
る
薬

師
如
来
坐
像
や

大
日
如
来
像（
平

安
中
期
～
後
期
）、

十
一
面
観
音
立
像

（
平
安
後
期
）
な

ど
が
あ
り
、
平
安

時
代
中
期
か
ら
、

こ
の
寺
を
中
心
に

多
く
の
堂
宇
が
存
在
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

中
世
の
当
地
域
に
つ
い
て
は
、
郡ご
お
る
ど戸

荘
と

い
う
摂
関
家
領
が
海
津
市
全
域
に
わ
た
っ

て
成
立
し
て
い
た
と
す
る
説
が
あ
り
ま
す

が
、
確
証
と
な
る
史
料
は
見
つ
か
っ
て
い

ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
円
満
寺
に
は
鎌
倉
時
代
の
作

と
な
る
仏
像
が
あ
り
、
平
安
時
代
か
ら
引

き
続
き
仏
教
文
化
が
盛
ん
で
あ
り
、
そ
れ

を
支
え
る
経
済
力
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か

な
よ
う
で
す
。

江
戸
時
代
の
領
主
変
遷

　

江
戸
幕
府
が
成
立
し
た
当
初
は
、
高
須

城
主
・
徳と
く
な
が
ほ
う
い
ん
な
が
ま
さ

永
法
印
寿
昌
が
多
芸
郡
・
不
破

郡・
石
津
郡・
海
西
郡
で
五
万
三
千
石
を
拝

領
し
、
海
津
市
域
の
ほ
と
ん
ど
が
高
須
藩



南濃町吉田の山除川

江戸時代村図

地
域
の
歴
史

2

領
と
な
り
ま
し
た
。
寛
永
五
年（
一
六
二
八
）

高
須
城
主
徳
永
昌
重
が
改
易
さ
れ
、
領
地

は
一
旦
幕
府
直
轄
地
と
な
っ
た
後
、
寛
永

一
二
年
大
垣
城
に
入
部
し
た
戸
田
氏
に
そ

の
一
部
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
当
地
域
で

は
津
屋・
庭
田・
志
津・
徳
田・
奥
条・
羽
根・

馬
沢・
大
里・
安
江・
中
嶋・
松
ヶ
平・
下
一

色
の
村
が
含
ま
れ
ま
し
た
。
残
っ
た
上
野

河
戸・
山
崎・
駒
野
の
三
村
は
寛
永
一
七
年

高
須
城
主
と
な
っ
た
小
笠
原
貞
信
の
領
地

と
な
り
ま
し
た
。
元
禄
四
年（
一
六
九
一
）

貞
信
は
、
毎
年
の
よ
う
に
水
害
に
見
舞
わ

れ
る
こ
の
地
方
か
ら
の
移
封
を
願
い
出
て
、

越
前
大
野
郡
に
移
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後

に
は
、
尾
張
藩
主
徳
川
光
友
の
二
男・
松
平

義
行
が
高
須
城
に
入
り
、
松
平
氏
は
明
治

維
新
ま
で
一
三
代
に
わ
た
っ
て
高
須
藩
を

治
め
ま
し
た
。
四
代
藩
主
義
敏
は
、
高
須

が
度
々
水
に
浸
か
る
の
を
嫌
い
、
駒
野
に

領
主
の
居
所
を
移
し
て
い
ま
す
。
家
中
屋

敷・
寺
社・
町
屋
な
ど
が
一
緒
に
移
っ
た
の

で
、
新
城
下
と
な
っ
た
駒
野
は
急
速
に
発

展
し
ま
し
た
が
、
六
代
義
裕
の
と
き
、
高

須
に
戻
っ
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
度
々
小
規
模
な
領
地
替
え
が
行

わ
れ
た
結
果
、
当
地
域
は
大
垣
藩
領・
高
須

藩
領・
幕
府
直
轄
地
な
ど
が
入
り
組
み
、
中

に
は
下
境
村
や
太
田
新
田
の
よ
う
に
一
つ

の
村
が
分
割
し
て
領
有
さ
れ
る
な
ど
の
複

雑
な
統
治
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

太
田
輪
中
の
形
態
と
成
立

　

当
地
域
の
南
部
は
、「
太
田
輪
中
」
と
呼

ば
れ
た
地
域
で
、
東
は
揖
斐
川
、
南・
西
は

現
在
の
山や
ま
よ
け除
川
に
面
し
て
い
ま
す
。
江
戸

時
代
の
山
除
川
は
揖
斐
川
分
派
川・
香
取
川

に
流
入
し
て
い
ま
し
た
が
、
明
治
改
修
で

香
取
川
が
廃
川
と
な
っ
た
際
、
そ
の
流
末

を
旧
香
取
川
の
流
路
を
遡
っ
て
揖
斐
川
に

流
入
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
も
と
も
と

の
山
除
川
は
、
養
老
山
地
の
東
側
を
流
下

す
る
谷
水
や
扇
状
地
端
の
湧
水
を
、
堤
防

で
受
け
止
め
南
に
流
下
さ
せ
る
人
工
河
川

で
し
た
。
輪
中
の
北
辺
は
河
川
に
面
し
て

お
ら
ず
、
河
川
堤
防
は
存
在
せ
ず
、
西
北

部
の
扇
状

地
か
ら
流

れ
て
く
る

悪
水
を
排

除
す
る
小

さ
な
土
手

が
あ
る
だ

け
で
し
た
。

　

太
田
輪

中
の
正
確

な
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
判
明
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
輪
中
の
南
北
に
縦
断
す
る
中
堤

の
西
側
が
先
に
開
発
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　

こ
の
輪
中
は
、
江
戸
時
代
の
村
で
は
太

里
村
・
下
一
色
村
・
松
山
村
・
下
し
も
さ
か
い境
村
・
中

嶋
村・
内
新
田・
亀
池
新
田
に
あ
た
り
、
新

田
村
を
除
く
五
ヶ
村
に
つ
い
て
は
近
世

以
前
に
成
立
し
て
い
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
た
だ
、
西
に
山
除
川
堤
防
を
、
東
に

中
堤
を
築
い
て
輪
中
と
な
っ
た
の
は
、
か

な
り
後
の
よ
う
で
す
。
わ
か
っ
て
い
る
年

次
と
し
て
、
内
新
田
の
開
発
が
正
保
元
年

（
一
六
四
四
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
だ
い
た

い
こ
の
時
点
で
西
側
の
輪
中
が
完
成
し
た

よ
う
で
す
。

　

揖
斐
川
に
堤
防
を
築
い
て
、
中
堤
の
東

側
に
は
太
田
新
田
と
下
境
村
新
田
の
二

ヶ
村
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
太
田
新
田

は
、
太
田
新
田
差
出
明
細
帳
に
正
保
四
年

（
一
六
四
七
）
小
笠
原
土
佐
守
検
地
と
見
え

る
の
で
、
こ
の
直
前
に
開
発
さ
れ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。
下
境
村
新
田
も
、
慶
安
元
年

（
一
六
四
八
）
大
垣
藩
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ

た
と
史
料
に
あ
り
ま
す
か
ら
、
西
側
の
開

発
完
了
か
ら
間
を
お
か
ず
東
側
も
開
発
さ

れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

元
治
元
年（
一
八
六
四
）
の「
太
田
新
田・

下
境
村
水
防
一
件
日
記
」
は
中
堤
が
切
れ

た
た
め
に
生
じ
た
二
ヶ
村
間
の
争
論
を
記

録
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
中
堤
を

め
ぐ
る
争
論
は
、
東
西
の
間
で
し
ば
し
ば

起
こ
っ
て
い
ま
す
。
中
堤
は
最
初
に
築
い

た
西
側
の
村
が
所
有
し
て
い
ま
し
た
が
、

東
側
が
開
発
さ
れ
る
と
西
側
に
と
っ
て
必

要
の
な
い
堤
防
に
な
り
ま
し
た
。
か
え
っ

て
中
堤
が
壊
れ
る
と
、
悪
水
を
東
側
に
排

出
で
き
る
の
で
修
復
し
よ
う
と
は
し
ま
せ

ん
。
こ
れ
に
対
し
て
東
側
は
西
か
ら
の
悪

水
を
防
止
す
る
た
め
中
堤
の
修
理
を
訴
え
、

争
論
が
生
じ
ま
し
た
。
こ
の
利
害
対
立
は

明
治
以
降
も
続
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

近
・
現
代
の
海
津
市
南
濃
町

　

河
川
が
乱
流
す
る
低
湿
地
に
輪
中
堤
を

築
き
、
水
害
に
苦
し
み
な
が
ら
発
達
し
て

き
た
海
津
市
で
し
た
が
、
近
代
に
な
る
と

先
進
国
の
技
術
が
導
入
さ
れ
、
明
治
改
修

を
始
め
と
し
た
近
代
治
水
工
事
を
重
ね
る

こ
と
で
、
治
水
安
全
度
が
飛
躍
的
に
向
上

し
、
安
定
し
た
農
業
が
営
ま
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
木
曽
三
川
を
渡
る

橋
梁
の
建
設
な
ど
の
道
路
網
の
整
備
に
よ

っ
て
、
商
工
業
地
・
市
街
地
も
発
達
し
て

き
ま
し
た
。
南
濃
町
に
は
養
老
鉄
道
養
老

線（
旧
近
鉄
養
老
線
・
桑
名
～
養
老
間
は

一
九
一
九
年
開
通
）
が
通
り
、
桑
名
ま
で

約
二
〇
分
、
名
古
屋
ま
で
乗
り
継
い
で
も

五
〇
分
程
度
と
通
勤
圏
内
と
な
っ
て
い
る

南
部
地
域
は
、
特
に
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
化
が

進
ん
で
い
ま
す
。
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津
屋
川
の
歴
史
と
治
水

養
老
山
地
の
谷
水
を
集
め
て
揖
斐
川
に
注
ぐ
津

屋
川
は
、
左
岸
が
多
芸
輪
中
の
西
・
南
の
輪
中
堤

と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
の
津
屋
川
筋
は
、
江

戸
時
代
に
新
田
開
発
の
た
め
に
開
削
さ
れ
た
人

工
河
川
で
、
大
雨
が
降
る
と
輪
中
堤
内
に
切
り

入
れ
し
て
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

南濃町戸田の津屋川

養老山地から流出する谷川 ３

地
域
の
治
水
・
利
水
施
設

津
屋
川
河
道
の
変
遷

　

津
屋
川
は
、
養
老
町
地
内
の
養
老
山
地

を
発
し
、
海
津
市
南
濃
町
の
北
辺
を
流
れ

て
同
町
山
崎
地
先
で
揖
斐
川
に
合
流
す
る

長
さ
約
一
三・八
㎞
の
一
級
河
川
で
す
。
清

流
と
し
て
知
ら
れ
透
き
通
っ
た
水
は
多
様

な
生
物
の
貴
重
な
生
息
地
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

養
老
山
地
の
小
倉・
津
屋・
志
津・
徳
田・

庭
田・
羽
沢
な
ど
の
谷
水
や
同
山
地
東
麓
に

展
開
す
る
扇
状
地
か
ら
の
湧
水
を
集
め
て
、

多
芸
輪
中
の
西
を
南
下
す
る
津
屋
川
は
、

左
岸
に
多
芸
輪
中
堤
が
築
か
れ
て
い
ま
す

が
、
右
岸
は
無
堤
で
し
た
。

　

か
つ
て
の
津
屋
川
の
流
路
に
つ
い
て
、

『
岐
阜
県
治
水
史
』
に
は
、「
往
古
は
多
芸

郡
有
尾
村
・
大
野
新
田
・
鍋
鶴
・
大
場
新
田

の
地
内
を
経
過
し
て
下
池
に
灌
流
し
て
い

た
が
、
明
暦
二
年
三
月
二
十
二
日
今
の
津

屋
川
流
路
と
な
っ
た
。」
と
記
述
さ
れ
て
い

ま
す
。
下
池
は
多
芸
輪
中
南
部
に
あ
っ
て
、

大
正
時
代
に
干
拓
さ
れ
る
以
前
は
、
岐
阜

県
最
大
の
池
沼
で
、
遊
水
池
と
し
て
機
能

し
て
い
ま
し
た
。　

　
『
岐
阜
県
治
水
史
』
巻
末
の
岐
阜
県
洪
水

年
表
に
は「
明
暦
二
年
三
月
二
十
二
日
津
屋

川
筋
河
道
を
変
え
、・・・
」
と
の
記
述
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
多
芸
輪
中
を
貫
流
し
て
下

池
に
注
ぐ
津
屋
川
が
洪
水
に
よ
っ
て
現
在

の
よ
う
な
流
路
に
な
っ
た
と
誤
解
さ
れ
ま

す
。
実
際
に
明
暦
二
年（
一
六
五
六
）
に
行

わ
れ
た
の
は
、
大
垣
藩・
高
須
藩
共
同
に
よ

る
共
同
に
よ
る
新
堤
築
造
に
よ
る
河
道
の

開
削
で
し
た
。
も
と
も
と
養
老
山
地
か
ら

流
出
す
る
谷
水
や
扇
状
地
の
湧
水
は
、
無

数
の
流
れ
と
な
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
平
野
部
を

流
れ
て
い
た
の
で
、
平
野
の
開
発
に
は
山

麓
近
く
で
こ
れ
ら
の
水
を
ま
と
め
て
揖
斐

川
に
排
出
す
る
水
路
が
不
可
欠
で
し
た
。

人
工
河
川・
津
屋
川
の
完
成
に
よ
っ
て
、
津

屋
川
沿
い
の
輪
中
は
一
六
六
〇
年
頃
に
は

成
立
し
て
い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
河

道
が
、
流
路
が
大
き
く
異
な
る
津
屋
川
の

河
道
変
更
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、

旧
津
屋
川
に
注
い
で
い
た
谷
川
が
新
津
屋

川
に
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
誤
解
が
生
じ
や
す
い
表
現
と
し

て
、『
木
曽
三
川
治
水
百
年
の
あ
ゆ
み
』
に

「
津
屋
川
は
も
と
も
と
牧
田
川
の
旧
流
路
で

あ
っ
た
も
の
が
江
戸
時
代
の
牧
田
川
付
替

に
よ
っ
て
分
離
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
明

治
一
二
年（
一
八
七
九
）
の
洪
水
以
後
ほ
ぼ

現
在
の
川
筋
を
流
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。」
と
あ
り
、
ま
た
、『
養

老
町
史
』
に
は「
牧
田
川
は
、
も
と
養
老
山

麓
沿
い
に
津
屋
川
筋
へ
と
流
れ
て
い
た
の

が
、
多
芸
郡
に
も
領
地
が
あ
っ
た
高
須
藩

主
徳
永
法
印
に
よ
っ
て
烏
江
ま
で
掘
鏧
さ

れ
て
現
在
の
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。」
と

い
っ
た
記
述
が
見
ら
れ
ま
す
。
明
暦
二
年

に
開
削
さ
れ
た
津
屋
川
は
、
牧
田
川
と
は

水
源・
流
路
に
つ
い
て
全
く
関
係
性
の
な
い

河
川
で
あ
っ
て
、
津
屋
川
と
い
う
呼
称
が

曖
昧
に
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

江
戸
時
代
の
水
害
と
治
水

　

津
屋
川
の
左
岸・
多
芸
輪
中
に
属
す
る
江

戸
時
代
の
村
の
う
ち
、
志
津
新
田・津
屋
村・

徳
田
新
田・
釜か
ま
だ
ん段

新
田・
駒
野
新
田
が
現
在

の
海
津
市
南
濃
町
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　

近
世
初
期
の
土
木
技
術
で
造
ら
れ
た
津

屋
川
は
、
通
常
は
細
い
谷
水
や
湧
水
を
集

め
た
程
度
の
流
量
で
あ
っ
た
の
で
問
題
な



南濃町太田の円成寺薩摩義士之墓

南濃町羽沢の津屋川水門

明治改修図

４

地
域
の
治
水
・
利
水
施
設

く
流
下
し

ま
し
た
が
、

大
雨
が
降

る
と
、
谷

川
の
水
は

急
激
に
増

加
し
流
下

が
阻
害
さ

れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に

揖
斐
川
の
水
位
が
上
が
る
と
た
ち
ま
ち
津

屋
川
を
逆
流
す
る
た
め
、
諸
処
で
堤
防
決

壊・
浸
水
が
相
次
ぎ
、
多
芸
輪
中
に
と
っ
て

暴
れ
川
と
呼
ば
れ
た
牧
田
川
以
上
に
大
き

な
被
害
を
与
え
る
河
川
で
し
た
。
い
っ
た

ん
入
水
す
る
と
低
湿
地
に
加
え
、
津
屋
川

へ
の
自
然
排
水
は
干
潮
時
の
僅
か
な
時
間

し
か
出
来
な
い
こ
と
か
ら
、
悪
水
の
滞
留

が
長
引
き
ま
し
た
。

　

氾
濫
を
繰
り
返
す
津
屋
川
で
は
、
た
え

ず
堤
防
強
化
に
重
点
を
置
い
た
河
川
工
事

が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
木
曽
三
川
の
全

面
的
な
改
修
工
事
と
な
っ
た
薩
摩
藩
に
よ

る
宝
暦
治
水
で
は
、
三
之
手（
墨
俣
輪
中

か
ら
本
阿
弥
輪
中
ま
で
の
工
区
）
に
含
ま

れ
津
屋
川
通
で
は
一
二
工
事
が
施
工
さ
れ

ま
し
た
。
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
た
宝
暦

治
水
で
す
が
、
当
地
で
は
太
田
円
成
寺
に

一
三
名
の
薩
摩
藩
士
が
弔
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

美
濃
で
は
明
和
年
間
に
、
二
回
の
御
手

伝
普
請
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
明
和
二
年

（
一
七
六
五
）
は
特
に
洪
水
の
多
い
年
で
、

揖
斐
川・
津
屋
川
が
氾
濫
し
多
芸
郡・
石
津

郡
に
大
き
な
被
害
が
生
じ
た
の
で
、
翌
三

年
幕
府
は
長
州
藩
に
復
旧
工
事
の
御
手
伝

を
命
じ
ま
し
た
。
明
和
五
年
に
は
、
徳
島・

豊
後
・
久
留
米
・
大
洲
・
秋
月
の
五
藩
が
改

修
を
命
じ
ら
れ
、
津
屋
川
で
は
秋
月
藩
が

津
屋
川
通
丈
夫
付
を
請
け
負
っ
て
い
ま
す
。

　

度
々
、
堤
防
工
事
が
行
わ
れ
た
津
屋
川

で
す
が
、
洪
水
被
害
が
減
る
こ
と
は
な
く
、

抜
本
的
な
対
策
は
明
治
改
修
ま
で
持
ち
越

さ
れ
ま
す
。

明
治
改
修
と
昭
和
の
支
派
川
改
修

　

木
曽
三
川
下
流
域
の
洪
水
被
害
を
除
く

た
め
、
三
川
の
完
全
分
流
と
各
河
川
の
流

下
の
改
善
を
目
指
し
た
木
曽
川
下
流
改
修

（
明
治
改
修
）
で
は
、
揖
斐
川
左
岸
・
高
須

輪
中
を
福
岡
か
ら
安
田
に
か
け
て
開
削
し

て
新
河
道
を
設
け
、
福
岡
と
高
柳
間
で
旧

揖
斐
川
を
締
切
り
ま
し
た
。
こ
の
締
切
り

に
よ
っ
て
、
旧
揖
斐
川
右
岸
堤
は
新
揖
斐

川
と
津
屋
川
の
背
割
堤
と
な
り
、
津
屋
川

を
約
三・五
㎞
流
下
さ
せ
、
揖
斐
川
と
の
合

流
点
を
山
崎
に
移
し
ま
し
た
。
こ
の
河
道

変
更
に
よ
っ
て
、
津
屋
川
の
流
下
が
促
進

さ
れ
、
多
芸
輪
中
の
悪
水
排
除
が
改
善
さ

れ
ま
し
た
。

　

明
治
改
修
に
続
い
て
木
曽
川
上
流
改
修

（
大
正
改
修
）
が
完
成
す
る
と
、
濃
尾
平
野

の
中
で
も
岐
阜
県
西
南
濃
地
方
の
輪
中
地

帯
の
数
多
く
の
小
支
派
川
に
よ
る
悪
水
排

除
が
課
題
と
し
て
残
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和

三
年（
一
九
二
八
）、
緊
急
着
手
を
要
す
る

犀
川・
三
水
川・
牧
田
川
と
そ
の
支
川
の
改

修
予
算
が
、
大
正
改
修
の
付
帯
工
事
と
し

て
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
な
お
改
修
を
要
す

る
境
川
・
鳥
羽
川
・
粕
川
・
水
門
川
・
杭
瀬

川
と
そ
の
支
川
お
よ
び
津
屋
川
に
つ
い
て

は
、
翌
四
年
か
ら
国
庫
補
助
金
が
計
上
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
内
、津
屋
川
に
つ
い
て
は
、

揖
斐
川
の
水
位
が
上
が
る
と
、
逆
水
が
お

こ
り
、
長
時
間
排
水
が
困
難
に
な
っ
て
農

作
物
の
被
害
が
多
く
出
て
い
た
の
で
、
揖

斐
川
合
流
点
の
少
し
上
流・
上
野
河
戸
地
先

に
逆
水
を
防
ぐ
水
門
の
設
置
の
計
画
が
立

て
ら
れ
、
予
算
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
支
派
川
改
修
は
昭
和
二
五
年
度
で

打
ち
切
ら
れ
、
調
査
は
行
わ
れ
た
も
の
の

着
手
さ
れ
ず
、
結
局
昭
和
二
六
年
度
以
降

の
災
害
防
除
施
設
費
を
も
っ
て
建
設
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
津
屋
川
水
門
は
、

昭
和
二
八
年（
一
九
五
三
）
一
〇
月
に
建
設

省
の
直
轄
工
事
と
し
て
着
工
。
同
三
四
年

三
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

明
暦
二
年
に
新
田
開
発
の
た
め
築
造
さ

れ
た
津
屋
川
は
、
数
え
き
れ
な
い
改
修
を

経
て
、
今
で
は
、
か
け
が
え
の
な
い
自
然
と

し
て
地
域
の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
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濃
尾
地
震
に
よ
る

堤
防
崩
壊
な
ど
の
河
川
被
害

岐
阜
県
・
愛
知
県
を
中
心
に
、
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
た
濃
尾
地
震
。
根
尾
川
上
流
で

発
生
し
た
直
下
型
地
震
は
、
木
曽
三
川
の
堤

防
を
各
地
で
崩
壊
さ
せ
ま
し
た
。
残
さ
れ
た

史
料
か
ら
被
害
の
実
態
を
検
証
し
て
い
き
ま

す
。長良川堤防の被害

図一・建物の損壊状況

５

歴
史
記
録

木
曽
三
川
流
域
で
大
き
な
被
害

　

明
治
二
四
年（
一
八
九
一
）
六
時
三
七
分

頃
、
岐
阜
県
根
尾
村
を
震
源
地
と
す
る
濃

尾
地
震
が
発
生
、
岐
阜
県
を
中
心
に
木
曽

三
川
流
域
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。
そ
の
規
模
は
、
直
下
型
地
震
と
し

て
は
、
わ
が
国
の
有
史
以
来
最
大
と
さ
れ

る
Ｍ
八
・〇（
Ｍ
八
・四
と
す
る
説
も
あ
る
）

で
、
家
屋
全
壊
九
万
余・
半
壊
七
万
余
、
死

者
七
，
八
八
五
人（
全
国
合
計
）
の
大
災
害

と
な
り
ま
し
た
。
当
時
は
、
各
地
点
の
震

度
な
ど
は
観
測
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
地

震
が
ど
の
辺
り
で
ど
れ
だ
け
の
揺
れ
で
あ

っ
た
の
か
を
示
す
数
値
は
残
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
指
標
と
し
て
は
、「
図
一
・
建
物
の

損
壊
状
況
」
に
よ
っ
て
、
お
お
よ
そ
の
地

震
の
規
模
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

図
中
の
ピ
ン
ク
で
塗
り
つ
ぶ
し
た
地
域
は
、

全
て
の
建
物
が
全
壊
し
た
こ
と
を
示
し
て

お
り
、
い
か
に
大
き
な
地
震
で
あ
っ
た
か

が
わ
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
被
害
の
実
態
に
つ
い
て
も
、
現

在
の
よ
う
に
体
系
的
に
整
理
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
か
ら
、
ど
こ
で
ど
の
程
度
の
被
害
が

発
生
し
て
い
た
の
か
を
同
一
の
指
標
に
基

づ
い
て
表
す
こ
と
は
困
難
で
す
。
こ
こ
で

は
市
町
村
史
な
ど
に
残
さ
れ
て
い
る
史
料

か
ら
、
河
川
堤
防
の
被
害
に
関
す
る
記
述

を
抽
出
し
て
、
そ
の
実
態
が
ど
の
よ
う
な

も
の
で
あ
っ
た
か
検
証
し
て
い
き
ま
す
。

岐
阜
県
の
河
川
堤
防
被
害

　

木
曽
三
川
流
域
で
も
最
も
被
害
が
大

き
か
っ
た
岐
阜
県
の
河
川
堤
防
は
、
約

七
五
二
㎞
に
わ
た
っ
て
崩
壊
し
、
そ
の
内
、

緊
急
に
工
事
を
行
う
必
要
が
あ
る
堤
防
だ

け
で
も
一
三
六
㎞
に
及
ん
で
い
ま
す
。
堤

防
の
被
害
が
ど
の
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た

の
か
を
、
県
下
の
市
町
村
史
の
記
述
か
ら

拾
っ
て
み
ま
す
。

「
堤
防
の
破
壊
い
た
る
と
こ
ろ
に
生
じ
」『
輪

之
内
史
』

「
道
路
堤
防
の
崩
壊
・
割
裂
な
ど
激
し
く
」

『
糸
貫
町
史
』

「
今
回
ノ
震
災
ニ
テ
従
来
干
城
ト
ス
ベ
キ
堤

防
モ
処
々
潰
裂
、
今
ニ
シ
テ
不
幸
ニ
モ
終

日
ノ
降
雨
ニ
際
セ
ハ
、
家
ノ
水
下
ト
ナ
ル

ハ
眼
前
ニ
テ
、」『
穂
積
町
史
』

「
堤
防
、
川
床
、
道
路
・
・
の
陥
没
隆
起
が

い
た
る
と
こ
ろ
で
お
こ
っ
た
。」『
木
曽
川

町
史
』

「
堤
塘
は
平
水
面
ま
で
陥
落
し
た
る
箇
所
あ

り
」『
北
方
町
史
』

「
木
曽
川
堤
塘
等
ハ
大
ニ
壊
裂
シ
。
土
砂
噴

出
」『
岐
南
町
史
』

「
所
々
に
大
き
な
地
割
れ
が
出
来
て
青
い
泥

を
ふ
き
出
し
、
堤
防
は
真
中
か
ら
割
れ
て

大
き
な
口
を
あ
け
て
い
た
。」『
海
津
町
史
』

「
境
川
の
堤
も
、
各
所
で
寸
断
さ
れ
て
凹
凸

が
出
来
、
凹
地
に
な
っ
た
堤
は
、
普
通
の

田
畑
と
同
様
の
低
地
と
な
り
、
こ
の
低
地

と
な
っ
た
堤
の
土
は
、
何
処
へ
運
び
去
ら

れ
た
事
や
ら
」『
柳
津
町
史
』

　

該
当
す
る
地
域
の
市
町
村
史
で
も
、
河

川
堤
防
の
被
害
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な

い
も
の
も
多
く
、
堤
防
崩
壊
の
程
度
な
ど

を
知
る
に
は
不
十
分
な
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

市
町
村
史
よ
り
、
や
や
具
体
的
に
被
害

に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
資
料
と
し
て
、

震
災
直
後
に
全
国
を
対
象
と
し
て
、
河
角

廣
東
京
大
学
教
授
に
よ
り
行
わ
れ
た
ア
ン
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歴
史
記
録

ケ
ー
ト
調
査「
明
治
二
四
年
一
〇
月
二
八
日

濃
尾
地
震
資
料
集
第
一
巻
～
第
三
巻　

東

京
大
学
地
震
研
究
所
」
が
あ
り
ま
す
。　

　

ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
は
多
岐
に
亘
る
二
四

項
目
か
ら
成
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
の

「
⑯
築
堤
ノ
崩
壊
セ
シ
モ
ノ
ア
リ
ヤ
」
の

回
答
を
抜
き
出
し
ま
す
。

岐
阜
県
大
野
郡
宝
江
村

　
「
余
ガ
地
方
ハ
堤
防
非
常
ニ
崩
壊
シ
悪
シ

　

キ
ニ
至
リ
テ
ハ
近
傍
田
面
ヨ
リ
一
尺
モ

　

低
キ
場
所
ニ
陥
落
セ
シ
所
ア
リ
堤
防
ノ

　

烈
虧
ハ
到
ル
処
無
キ
ハ
サ
シ
」

岐
阜
県
厚
見
郡
江
崎
村
及
今
嶺
村

　
「
堤
防
ハ
所
々
ニ
大
亀
裂
ヲ
生
ジ
何
レ
モ

左
右
低
キ
ニ
向
ッ
テ
崩
壊
シ
旧
形
ヲ
保

ツ
モ
ノ
少
ナ
シ
就
中
江
崎
村
堤
塘
延
長

八
〇
〇
間
ノ
中
四
〇
〇
間
許
ハ
其
最
モ

甚
シ
キ
モ
ノ
ニ
シ
テ
崩
壊
ト
云
ハ
ン
ヨ

リ
寧
ロ
陥
落
ト
云
フ
ノ
優
レ
ル
ニ
至
レ

リ
此
ノ
如
キ
堤
塘
ハ
我
岐
阜
縣
下
中
其

数
少
ナ
シ　

圖
ノ
如
ク
旧
形
ノ
一
〇
分

ノ
一
ト
ナ
リ
堤
心
ハ
陥
落
シ
テ
溝
渠
ノ

如
キ
観
ヲ
ナ
ス
ニ
至
レ
リ
」

岐
阜
県
中
島
郡
大
浦
町

　
「
築
堤
ノ
崩
壊
セ
シ
モ
ノ
最
モ
多
ク
木

曽
、
揖
斐
、
長
良
ノ
三
大
河
ニ
沿
ヒ
タ

ル
三
堤
塘
ト
モ
全
壊
ト
云
フ
モ
背
テ
不

可
ナ
キ
ナ
リ
就
中
木
曽
堤
、
長
良
堤
ニ

如
キ
ハ
崩
壊
シ
テ
耕
地
ノ
面
ト
準
一
ナ

ル
モ
ノ
ア
リ
或
ハ
水
面
ト
平
準
ナ
ル
モ

ノ
ア
リ
其
他
縣
下
ニ
於
テ
小
堤
塘
ノ
崩

壊
セ
シ
コ
ト
数
フ
ル
ニ
遑
ア
ラ
ズ
」

岐
阜
県
中
島
郡
江
吉
良
村

　
「
築
堤
ノ
崩
壊
甚
シ
ク
間
々
平
地
ト
同
ジ

キ
場
所
ア
リ
」

岐
阜
県
大
垣
町

　
「
築
堤
ハ
所
々
崩
壊
セ
リ
而
シ
テ
其
崩
壊

ノ
方
向
ハ
多
ク
築
堤
ノ
方
向
ニ
平
行
セ

リ
」

岐
阜
県
安
八
郡
今
宿
村

　
「
土
地
ノ
隆
起
陥
没
築
堤
ノ
崩
壊
等
過
般

吾
ガ
大
垣
輪
中
堤
防
事
務
所
ヨ
リ
寫
眞

十
数
葉
内
務
省
ヘ
進
達
シ
置
キ
タ
ル
就

テ
閲
覧
ヲ
乞
フ
」

　

こ
れ
は
、
一
部
の
町
村
の
回
答
で
す
が
、

流
域
全
体
の
堤
防
が
壊
滅
的
な
被
害
を
受

け
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
ま
す
。
岐
阜
県
で

は
、
堤
防
の
ほ
か
多
数
の
樋
門
や
長
良
川

鉄
橋
な
ど
の
橋
梁
が
甚
大
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
。愛

知
県
の
河
川
堤
防
被
害

　

岐
阜
県
に
次
い
で
被
害
の
大
き
か
っ
た

愛
知
県
の
内
、
木
曽
川
沿
川
の
市
町
村
史

を
見
て
い
き
ま
す
。

「
木
曽
川
佐
屋
川
ノ
堤
防
ニ
テ
七
間
乃
至

一
〇
間
モ
崩
レ
或
ハ
同
一
深
キ
マ
デ
陥
没

シ
タ
ル
ガ
故
ニ
僅
カ
三
合
目
ノ
出
水
デ
モ

防
禦
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ズ
」『
祖
父
江
町
史
』

「
木
曽
川
堤
に
ひ
び
が
入
っ
た
だ
け
で
堤
防

は
切
れ
な
か
っ
た
が
、
地
割
れ
か
ら
地
下

水
が
吹
き
出
し
て
い
ま
し
た
。」『
尾
西
町

史
』

　

ま
た
、
前
述
し
た
東
京
大
学
の
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
、

愛
知
県
丹
羽
郡
犬
山
村

　
「
木
曽
川
堤
防
ノ
新
ニ
人
工
ヲ
施
シ
タ
ル

　

處
イ
ハ
破
壊
尤
モ
甚
ダ
シ
ク
崩
壊
シ
テ

　

池
水
ノ
田
面
ヲ
浸
ス
ケ
所
ア
リ
」

愛
知
県
中
島
郡
一
宮
町

　
「
河
心
ヘ
向
ヒ
崩
壊
セ
シ
堤
ア
リ
、
其
長

　

サ
一
間
程
、
黒
線
は
崩
壊
シ
タ
ル
状
、　

　

河
ハ
用
水
。」

愛
知
県
海
西
郡
弥
富
村
前
ヶ
須

　
「
築
堤
ノ
崩
壊
ハ
一
丈
三
尺
許
ノ
低
地
ト

　

ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
。」

愛
知
県
丹
羽
郡
犬
山
村

　
「
木
曽
川
堤
防
ノ
新
ニ
人
工
ヲ
施
シ
タ
ル

　

處
イ
ハ
破
壊
尤
モ
甚
ダ
シ
ク
崩
壊
シ
テ

　

池
水
ノ
田
面
ヲ
浸
ス
ケ
所
ア
リ
」

　

さ
ら
に
、
津
島
町
・
神
守
町
・
稲
沢
町
・

祖
父
江
町
・
犬
山
村
・
小
折
町
・
布
袋
町
・

宮
田
村・
起
村
下
村
が
、
堤
防
崩
壊
に
つ
い

て「
ナ
シ
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
記
述
か
ら
は
、
愛
知
県
の
木

曽
川
沿
川
は
岐
阜
県
に
比
べ
て
、
被
害
は

局
部
的
で
崩
壊
も
新
堤
に
限
ら
れ
る
な
ど
、

大
規
模
な
被
害
は
発
生
し
て
い
な
い
こ
と

が
う
か
が
え
ま
す
。
明
治
改
修
以
前
で
は
、

木
曽
川
左
岸
堤
防
が
際
立
っ
て
強
固
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

三
重
県
の
河
川
堤
防
被
害　

　

三
重
県
全
体
の
人
的
被
害
や
倒
壊
家
屋

な
ど
は
、
岐
阜
県
や
愛
知
県
と
比
較
す
る

と
軽
微
と
も
言
え
る
程
度
で
し
た
が
、
木

曽
三
川
の
輪
中
地
域
で
は
甚
大
な
河
川
被

害
が
生
じ
ま
し
た
。
そ
の
様
子
が
当
時
の

伊
勢
新
聞
の
記
事
に
詳
細
に
書
か
れ
て
い

ま
す
。

「
本
郡
七
取
村
堤
防
決
壊
し
て
河
水
田
面
に

浸
入
せ
り
」

「
城
南
村
堤
防
決
壊
八
四
八
間
、
深
谷
村

堤
防
欠
損
六
八
間
、
野
代
村
堤
防
欠
潰

二
二
〇
間
内
三
四
・五
間
落
込
み
、
多
度
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歴
史
記
録

村
堤
防
欠
潰

七
二
間
、
七

取
村
堤
防
欠

潰
一
一
〇
間
、

楠
村
堤
防
欠

潰
九
二
〇
間
、

長
島
村
堤
防

決
潰
一
〇
〇

間
、
木
曽
岬

村
堤
防
欠
潰

二
九
〇
間
」

「
伊
曽
島
村　

堤
防　

松
蔭

新
田
一
〇
ヶ
所（
各
二
〇
間
）、
白
鶏
新
田

一
ヶ
所（
三
〇
間
余
）、
横
満
蔵
新
田
一
ヶ

所（
一
〇
〇
間
余
）。
木
曽
岬
村　

堤
防
決

壊
及
陥
落　

見
入
新
田
鍋
田
川
堤
防
陥
落

六
〇
間
、
深
さ
一
間
乃
至
二
間
、
加
路
戸

新
田
木
曽
川
堤
防
決
壊
陥
落
一
ヶ
所
二
〇

間
、
同
唐
崎
堤
防
決
壊
三
〇
間
一
ヶ
所
、

同
木
曽
川
堤
防
決
壊
一
ヶ
所
三
〇
間
、
源

緑
新
田
堤
防
決
壊
一
ヶ
所
四
〇
間
、
同
決

壊
二
ヶ
所
各
四
〇
間
、
此
外
野
代
、
深
谷

両
村
に
て
堤
防
の
破
損
一
八
ヶ
所
。」

　

東
京
大
学
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

三
重
県
桑
名
郡
七
取
村
大
字
香
取

・
観
測
村
内
ニ
テ
築
堤
ノ
陥
没
或
ハ
崩
壊
セ

シ
箇
所
一
〇
数
ヶ
所
ニ
シ
テ
其
最
モ
甚
キ

ハ
水
面
ト
均
シ
キ
マ
テ
陥
没
セ
シ
モ
ノ
ア

リ
。

三
重
県
桑
名
郡
伊
曽
島
村
福
豊

・
築
堤
ノ
崩
壊
セ
シ
モ
ノ
ハ
木
曽
川
又
ハ

伊
勢
内
海
ニ
沿
ヒ
テ
長
サ
五
〇
間
或
ハ

一
〇
〇
間
其
陥
没
ノ
深
サ
八
尺
或
ハ
九
尺

ニ
至
ル
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
三
重
県
の
木
曽
三
川
堤

防
は
、
岐
阜
県
同
様
に
広
範
囲
で
大
き
な

被
害
を
被
り
ま
し
た
。

堤
防
被
害
の
実
態

　

こ
こ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
資
料
は
、
そ

の
数
は
多
く
は
な
い
も
の
の
、
い
ず
れ
も

濃
尾
地
震
に
よ
る
堤
防
の
崩
壊
に
関
し
て

集
積
さ
れ
た
貴
重
な
資
料
で
す
。
木
曽
三

川
の
堤
防
被
害
は
、
木
曽
川
左
岸
を
除
い

た
広
範
囲
に
亘
り
、
各
所
で
堤
防
の
崩
壊

が
生
じ
た
と
理
解
し
て
よ
い
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

堤
防
の
被
害
に
つ
い
て
は
、
堤
防
が
陥

没
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
記
述
が

多
く
、
中
で
も「
築
堤
ノ
崩
壊
甚
シ
ク
間
々

平
地
ト
同
ジ
キ
場
所
ア
リ
」、「
崩
壊
シ
旧

形
を
保
ツ
モ
ノ
ナ
シ
」
の
よ
う
に
築
堤
の

形
を
残
さ
な
い
ま
で
に
完
全
に
陥
没
し
て

い
る
形
態
は
注
目
す
べ
き
で
す
。
こ
れ
は

「
崩
壊
と
言
う
よ
り
陥
落
で
あ
る
」
と
書
か

れ
て
い
る
よ
う
に
、
堤
防
の
破
損
で
は
な

く
、
堤
防
そ
の
も
の
が
地
中
に
陥
没
し
て

い
る
こ
と
を
言
い
表
し
て
い
ま
す
。

　

築
堤
の
崩
壊
形
状
に
関
し
て
は
、「
堤
防

ハ
所
々
ニ
大
亀
裂
ヲ
生
ジ
何
レ
モ
左
右
低

キ
ニ
向
ッ
テ
崩
壊
」、「
崩
壊
ノ
方
向
ハ
多

ク
築
堤
ノ
方
向
ニ
平
行
セ
リ
」、「
河
心
ヘ

向
ヒ
崩
壊
セ
シ
堤
ア
リ
」
と
あ
り
、
築
堤

の
方
向
に
亀
裂
が
入
り
、
河
心
に
向
か
っ

て
崩
壊
し
た
と
述
べ
て
い
ま
す
。
堤
防
崩

壊
の
現
状
写
真
も
示
す
よ
う
に
、
堤
防
の

崩
壊
は
、
法
線
方
向
に
無
数
の
亀
裂
が
入

り
、
こ
の
亀
裂
を
も
と
に
し
て
、
河
表・
河

裏
の
方
向
に
ず
り
落
ち
て
行
っ
た
と
解
釈

で
き
ま
す
。

　

陥
没
後
の
高
さ
に
つ
い
て
は
、「
近
傍
田

面
ヨ
リ
一
尺
モ
低
キ
場
所
ニ
陥
落
セ
シ
所

ア
リ
」、「
凹
地
に
な
っ
た
堤
は
、
普
通
の

田
畑
と
同
様
の
低
地
と
な
り
」、「
水
面
ト

均
シ
キ
マ
テ
陥
没
セ
シ
モ
ノ
ア
リ
」、「
堤

塘
は
平
水
面
ま
で
陥
落
」
と
あ
る
よ
う
に

築
堤
箇
所
の
地
盤
高
ま
で
陥
没
し
て
い
る

と
の
記
述
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

木
曽
川
下
流
改
修
の
被
害

　

震
災
の
あ
っ
た
明
治
二
四
年
当
時
は
、

木
曽
川
下
流
改
修
が
着
工
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
木
曽
川
導
流
堤
が
明
治
二
三
年

一
〇
月
に
完
成
し
て
い
た
他
は
、
築
堤
工

事
な
ど
は
ま
だ
着
手
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

完
成
し
て
い
た
木
曽
川
導
流
堤
の
被
害

に
つ
い
て
、『
木
曽
川
改
修
工
事
概
要
』
に

は
、「
・
・
・
未
曽
有
ノ
震
災
ニ
遭
遇
シ
土

堤
部
ハ
多
少
亀
裂
又
ハ
陥
落
ニ
止
マ
リ
シ

モ
石
堤
部
ハ
或
ハ
沈
降
シ
或
ハ
左
右
ニ
展

開
シ
著
シ
キ
破
損
ヲ
被
リ
之
ガ
復
旧
ヲ
ナ

ス
ニ
當
リ
再
ヒ
石
材
ノ
供
給
ニ
不
便
ヲ
感

シ
タ
リ
加
フ
ル
ニ
恰
モ
震
災
復
旧
工
事
ノ

盛
時
ニ
會
シ
材
料
ハ
漸
時
缺
貧
ヲ
加
エ
タ

リ
・
・
・
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
伊
勢
新

聞
に
も「
木
曽
川
改
築
の
為
め
、
海
中
に
斗

出
造
築
せ
る
新
堤
防
は
大
破
に
及
び
た
り
」

と
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
濃
尾
地
震
が
木
曽
川
下
流
改

修
に
与
え
た
影
響
は
、
木
曽
川
導
流
堤
の

修
築
に
留
ま
ら
ず
、
震
災
復
興
に
多
額
の

費
用
が
費
や
さ
れ
た
結
果
、
工
事
全
体
の

進
捗
に
遅
れ
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

■
参
考
文
献

『
岐
阜
県
治
水
史
』
昭
和
五
六
年
　
岐
阜
県

『
木
曽
川
改
修
工
事
概
要
』
明
治
四
四
年

　
内
務
省
名
古
屋
土
木
出
張
所

「
明
治
二
四
年
一
〇
月
二
八
日
　
濃
尾
地
震
資
料
集

第
一
巻
～
第
三
巻
」　
東
京
大
学
地
震
研
究
所

市
町
村
史
に
つ
い
て
は
文
中
に
表
記



教
育
現
場
か
ら
の
質
問

前
海
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
特
別
指
導
員
　
瀬
古
　
尹ま

さ
ひ
ろ宏

1935年生
最終学歴　岐阜大学　学芸学部社会学科
職　　歴　海津町立高須小学校長を
　　　　　最後に退職
著　　書　『ねうちづくりシリーズ』
共　　著　『海津町史』
　　　　　『図説羽島・南濃の歴史』
　　　　　『定本長良川』等

瀬古　尹
まさひろ

宏　氏

海津市平田町勝賀の勝賀揚水機場

水田に引水するパイプライン

8

研
究
資
料 

○
は
じ
め
に

　

海
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
年
間

多
く
の
学
校
か
ら
の
見
学
者
を
受
け
入
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
児
童
生
徒
た
ち
や
教
育

現
場
か
ら「
低
地
の
生
活
」
に
つ
い
て
の
た

く
さ
ん
の
質
問
や
疑
問
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
ペ
ー
ジ
数
の
都
合
上
、
そ
の
中
か

ら
三
点
に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ　

段
々
に
な
っ
て
い
な
い
こ
ん

な
平
地
で
、
ど
の
よ
う
に
し
て
田

に
水
を
入
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

　

日
本
の
国（
岐
阜
県
）
は
、
山
が
多
い
地

形
で
普
通
よ
く
目
に
す
る
の
は
、
傾
斜
地

で
段
状
に
作
ら
れ
て
い
る
田
で
す
。

　

水
は
山
の
麓
か
ら
谷
水
と
し
て
出
て
き

ま
す
。
そ
の
川
の
両
側
に
田
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
田
植
え
の
季
節
に
な
る
と
、
ま

ず
高
い
所
に
あ
る
田
に
水
を
入
れ
て
耕
作

が
始
ま
り
ま
す
。
そ
の
水
や
水
路
に
よ
っ

て
運
ば
れ
た
水
が
、
順
に
低
い
と
こ
ろ
に

あ
る
田
に
取
り
入
れ
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て

田
植
え
が
始
ま
り
ま
す
。

　

稲
作
に
は
、
水
は
欠
く
こ
と
が
で
き
な

い
も
の
で
す
。
昔
か
ら
田
に
水
を
引
き
入

れ
る
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
工
夫
が
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

　

さ
て
こ
の
辺
り
の
平
地
で
は
、
昔
は
全

て
自
然
に
依
存
し
て
い
た
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
米
作
自
体
は
、
本

来
日
本
の
気
候
に
合
っ
た
も
の
で
す
。
田

植
え
の
時
期
に
は
梅
雨
が
あ
り
、
刈
入
れ

の
時
期
に
は
秋
晴
れ
が
続
く
と
い
っ
た
具

合
で
す
。

　

し
か
し
思
っ
た
よ
う
に
な
ら
な
い
年
も

あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
に
は
、神
頼
み
で
す
。

こ
の
辺
り
で
は
、
多
度
大
社
な
ど
で
祈
祷

を
受
け
、
御
幣
を
い
た
だ
い
て
地
区
内
で

祀
り
ま
し
た
。

　

や
が
て
江
戸
時
代
の
中
頃
に
な
り
ま
す

と
、
高
須
輪
中
の
高
位
部（
上
郷
）
で
は「
掘

抜
き
井
戸
」
が
掘
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
田
や
畑
に
井
戸
を
掘
り
、
そ
の
自

噴
水
で
水
を
取
り
入
れ
よ
う
と
し
た
わ
け

で
す
。
文
久
二
年（
一
八
六
二
）
に
は
、
高

須
輪
中
内
に
三
八
六
本
の
掘
抜
き
井
戸
と

そ
の
分
水
井
戸
が
一
〇
一
本
あ
っ
た
と
の

記
録
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
高
須
輪
中
の
低
位
部（
下
郷
）
で
は
、

排
水
が
困
難
な
ほ
ど
湛
水
に
あ
え
い
で
い

た
の
で
、
水
は
満
た
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

り
ま
す
が
、
田
植
え
時
に
水
が
少
な
い
場

合
は
、
満
潮
の
時
に
揖
斐
川
や
長
良
川
を

上
が
っ
て
き
た
水
を
樋
門
か
ら
入
れ
て
、

そ
の
水
を
田
に
引
き
入
れ
て
い
ま
し
た
。

　

戦
後
、
高
須
輪
中
で
は
、
第
一
次
基
盤

整
備
事
業
が
昭
和
二
二
年（
一
九
四
七
）
か

ら
同
四
六
年（
一
九
七
一
）
に
、
第
二
次
基

盤
整
備
事
業
が
昭
和
五
五
年（
一
九
八
〇
）

か
ら
平
成
一
一
年（
一
九
九
九
）
に
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
稲
作
の
条
件
が
、

大
変
近
代
化
さ
れ
ま
し
た
。
水
源
も
、
第

一
次
基
盤
整
備
事
業
で
勝
賀
揚
水
機（
長
良
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川
よ
り
取
水
）
が
建
設
さ
れ
、
一
、六
五
七

ha
と
高
須
輪
中
全
体
の
半
分
ほ
ど
の
水
を

賄
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
ま
だ
、
逆
潮
利
用
の
田
が

五
一
三
ha
ほ
ど
あ
り
ま
し
た
。
第
二
次
基

盤
整
備
事
業
で
は
、
新
大
江
揚
水
機（
長
良

川
よ
り
取
水
）
が
建
設
さ
れ
、
逆
潮
利
用

の
田
は
全
く
無
く
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
、
次
の
三
カ
所
を
水
源
と
し

て
い
ま
す
。

　
　

勝
賀
揚
水
機　
　
　
　

八
〇
〇
ha

　
　

中
江
用
水　
　
　
　
　

八
〇
七
ha

　
　

新
大
江
揚
水
機　

一
，
五
八
八
ha

　
　
　

計　
　
　
　
　

三
，
一
九
五
ha

　

こ
の
水
源
が
加
圧
揚
水
機
場
一
九
カ
所

に
分
割
さ
れ
、
末
端
で
は
全
て
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
に
よ
り
水
を
入
れ
る
こ
と
が
可
能
に

な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
太
い
水
道
管
に

よ
っ
て
水
が
引
か
れ
、
蛇
口
を
ひ
ね
る
と

そ
の
田
に
水
が
入
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け

で
す
。
田
が
段
々
に
な
っ
て
い
な
く
て
も
、

現
在
で
は
円
滑
に
水
を
引
き
入
れ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ

ん
こ
の
取
水
方
法
に
は
お
金
が
か
か
り
ま

す
。
ま
た
、
年
中
パ
イ
プ
か
ら
水
が
出
る

わ
け
で
は
な
く
、
田
に
水
が
必
要
な
時
期

の
み
に
分
水
さ
れ
る
の
で
す
。

　

ま
た
第
二
次
事
業
の
用
水
の
工
夫
は
、

次
の
よ
う
な
こ
と
と
あ
わ
せ
て
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　
　

①
用
排
水
の
分
離
と
乾
田
化

　
　

②
道
路
計
画
の
見
直
し
と
拡
幅

　
　

③
圃
場
の
大
型
化

　
　

④
農
村
生
活
環
境
の
整
備

　

①
の「
用
排
水
の
分
離
」
と
い
う
の
は
、

従
来
田
に
水
を
入
れ
る
た
め
の
水
路
と
、

田
か
ら
水
を
出
す
水
路
が
同
じ
で
あ
り
、

そ
の
た
め
そ
の
地
区
の
住
民
が
一
斉
に
田

植
え
な
ど
同
じ
作
業
を
実
施
し
な
い
と
混

乱
が
お
き
る
状
態
で
あ
り
ま
し
た
。
整
備

事
業
後
は
、
取
水
は
パ
イ
プ
か
ら
、
排
水

は
水
路
か
ら
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の

地
区
が
同
時
期
に
田
植
え
を
行
わ
な
く
て

も
済
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
大

変
便
利
に
は
な
り
ま
し
た
が
、
農
村
の
共

同
体
意
識
が
薄
く
な
っ
て
い
く
よ
う
な
心

配
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

Ｑ　

海
津
町
の
人
々
が
、
長
良
川

河
口
堰
の
建
設
に
賛
成
し
た
の
は

な
ぜ
で
す
か
。

　

昭
和
三
四
年（
一
九
五
九
）
九
月
の
伊
勢

湾
台
風
は
大
洪
水
を
も
た
ら
し
、
各
地
で

河
川
が
氾
濫
し
、
大
災
害
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
昭
和
三
五
年
八
月
の
台
風
や

翌
三
六
年
六
月
の
梅
雨
前
線
豪
雨
は
、
長

良
川
に
沿
う
市
町
村
に
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
そ
ん
な
こ
と
か
ら
か
、
昭
和

三
六
年
に
は
河
口
堰
建
設
計
画
が
立
て
ら

れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
海
津
・
平

田
町
議
会
、
海
津・
平
田
町
自
治
会
、
高
須

輪
中
土
地
改
良
区
、
高
須
輪
中
水
防
組
合
、

海
津
町
漁
業
組
合
の
い
わ
ゆ
る
五
団
体
は
、

河
口
堰
反
対
期
成
同
盟
を
結
成
し
て
反
対

の
決
議
を
し
ま
し
た
。

　

昭
和
四
三
年
に
は
、
県
知
事
か
ら
も
住

民
が
納
得
す
る
こ
と
が
第
一
の
条
件
で
あ

る
と
し
て
、
他
の
四
項
目
の
条
件
が
あ
わ

せ
て
要
望
と
し
て
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
の
建
設
省（
現
国
土
交
通
省
）
は
、

宅
地
開
発
な
ど
に
よ
る
河
川
の
水
量
の
増

加
や
、
地
盤
沈
下
の
影
響
も
あ
り
、
長
良

川
に
安
全
に
流
す
こ
と
が
で
き
る
水
量（
計

画
高
水
量
）
を
八
，〇
〇
〇
㎥
／
秒
に
し
た

い
と
い
う
考
え
で
し
た
。

　

明
治
の
下
流
改
修
工
事
で
は
四
，

一
七
〇
㎡
／
秒

　

大
正
の
上
流
改
修
工
事
で
は
四
，

五
〇
〇
㎡
／
秒

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
岐
阜
市
忠

節
に
て
八
，〇
〇
〇
㎥
／
秒
に
し
な
い
と
安

全
が
保
障
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
れ
に
は
、
堤
防
を
高
く
す
る
か
川
幅

を
広
げ
る
か
河
道
を
浚
渫
す
る
か
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
堤
防
を
高
く
し
て
も

川
幅
を
広
げ
て
も
、
大
変
た
く
さ
ん
の
橋

や
樋
を
作
り
直
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
河
道
を
浚
渫
す
る
こ
と
に
落
ち
着

き
ま
し
た
。
し
か
し
河
道
を
浚
渫
す
る
と
、

伊
勢
湾
か
ら
塩
分
が
上
っ
て
き
て
、
田
畑

に
害
を
及
ぼ
す
の
で
河
口
堰
を
設
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
論
法
で
す
。

　

こ
の
地
域
で
は
、
よ
り
水
位
を
低
下
さ

せ
、
そ
の
上
で
堤
防
の
補
強
、
内
水
の
排

除
と
い
っ
た
工
事
を
優
先
し
安
全
を
確
保

し
て
欲
し
い
と
い
う
要
望
が
強
く
出
さ
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
県
の
承
諾
が
無
い
限
り

堰
本
体
の
建
設
に
着
工
し
な
い
と
い
う
こ
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と
で
、
事
業
の
実
施
を
県
知
事
に
一
任
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
水
源
地
域
対
策
特
別
措
置
法

と
い
っ
た
い
く
つ
か
の
法
律
が
つ
く
ら
れ

た
り
、
そ
れ
を
準
用
し
た
水
源
地
対
策
基

金
制
度
に
よ
り
高
須
輪
中
排
水
機
場
が
建

設
さ
れ
た
り
、
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
が
整
備
さ

れ
、
鋼
矢
板
が
打
た
れ
た
り
し
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
堤
防
の
高
さ
も
幅
も
い
っ
そ
う

高
く
広
く
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
五
一
年（
一
九
七
六
）
九
月
に
は
、

安
八
町
地
内
の
長
良
川
堤
防
が
決
潰
す
る

と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
同
五
三

年
に
海
津・
平
田
町
議
会
が
堰
建
設
の
同
意

を
し
ま
し
た
。
補
償
対
策
や
事
業
の
進
行

の
チ
ェ
ッ
ク
等
は
県
知
事
に
一
任
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
六
三
年
い
よ
い
よ
河
口
堰
工
事
に

着
工
し
、
そ
し
て
平
成
七
年（
一
九
九
五
）

完
成
し
、
従
来
河
口
堰
の
代
わ
り
を
し
て

い
た
長
良
川
の
マ
ウ
ン
ド
が
同
九
年
に
取

り
除
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
海
津
市
の
住
民
は
、
初
め

は
長
良
川
河
口
堰
の
建
設
に
反
対
を
し
て

い
た
の
で
す
が
、
住
民
側
か
ら
の
条
件
を

受
け
入
れ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
賛
成
の
立

場
に
立
っ
た
の
で
す
。

Ｑ　

ど
う
し
て
そ
ん
な
水
害
の
恐

れ
の
あ
る
土
地
に
住
ん
で
い
る
の

で
す
か
。

　　

長
崎
県
の
雲
仙
普
賢
岳
で
は
、
平
成
三

年（
一
九
九
一
）
六
月
に
東
側
斜
面
か
ら
火

砕
流
が
発
生
し
、
島
原
市
水
無
川
流
域
の

民
家
な
ど
を
一
気
に
呑
み
こ
ん
だ
災
害
が

あ
り
ま
し
た
。
火
砕
流
は
山
頂
か
ら
勢
い

よ
く
駆
け
下
り
、
麓
の
町
々
の
家
屋
や
人
々

や
農
作
物
を
犠
牲
に
し
ま
し
た
。
ま
さ
に

地
獄
絵
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

と
こ
ろ
が
こ
の
被
災
地
域
で
は
、
約

二
〇
〇
年
前
の
寛
政
四
年（
一
七
九
二
）
に

も
同
じ
よ
う
な
火
砕
流
が
発
生
し
て
い
た

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
同
じ
土
地
で
牛

を
飼
い
、
果
樹
を
育
て
、
農
作
物
を
栽
培

し
て
、
子
孫
が
生
業
を
営
ん
で
き
た
わ
け

で
す
。

　

ま
た
東
京
都
の
三
宅
島
で
は
、
平
成

一
二
年
六
月
よ
り
噴
火
が
始
ま
り
、
九
月

四
日
に
全
島
の
住
民
に
避
難
命
令
が
出
ま

し
た
。
そ
し
て
そ
の
後
、
島
へ
の
立
ち
入

り
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。
一
〇
年
余
り
経

っ
た
現
在
、
元
の
島
民
の
九
割
は
、
東
京

都
営
住
宅
に
分
散
入
居
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
は
強
く
、
復
興
に
夢

を
託
し
て
い
る
人
々
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ

る
と
の
こ
と
で
す
。

　

近
く
の
揖
斐
川
上
流
の
旧
揖
斐
郡
徳
山

村
で
は
、
ダ
ム
建
設
に
よ
り
一
時
立
ち
退

か
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
部
の
旧
村

民
の
人
々
が
夏
の
間
旧
村
へ
入
っ
て
生
活

さ
れ
て
い
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
き
ま

す
。

　

い
ま
三
つ
の
例
を
挙
げ
ま
し
た
が
、
人

は
住
み
慣
れ
た
地
域
を
離
れ
が
た
い
よ
う

で
す
。

　

さ
て
、
私
が
市
内
の「
老
人
会
」
や「
高

齢
者
学
級
」
で
お
話
を
お
聞
き
し
た
こ
と

を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
な
こ
と
で
す
。

　

一
つ
は
、
農
業
に
従
事
す
る
方
が
多
い

海
津
市
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
農
地
を
所
有

し
て
い
ま
す
。
そ
の
農
地
を
利
用
し
て
生

活
を
し
て
お
り
、
農
地
が
生
活
の
基
に
な

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
先
祖
が
こ
の
地
域
に
住
ま
い
を

定
め
て
か
ら
多
く
の
知
人
や
親
戚
、
友
人

が
で
き
、
人
と
の
つ
な
が
り
が
強
く
な
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
土
地
や
人
間
の
つ
な
が
り

を
捨
て
て
他
の
地
域
に
移
る
と
い
う
こ
と

は
、
大
変
勇
気
が
い
る
こ
と
の
よ
う
で
す
。

　

私
た
ち
人
類
は
、
こ
の
地
に
生
ま
れ
て

か
ら
、
数
多
く
の
困
難
を
血
と
汗
で
克
服

し
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
五
十

年
ほ
ど
前
ま
で
の
日
本
人
の
歩
み
は
、
自

分
た
ち
の
食
糧
を
確
保
す
る
た
め
の
歩
み

で
あ
っ
た
と
も
言
え
ま
す
。
困
難
か
ら
逃

げ
る
の
で
は
な
く
、
水
害
を
無
く
す
よ
う

な
、
水
害
に
負
け
な
い
努
力
も
必
要
で
す
。

　

近
年
、
日
本
人
の
生
活
も
大
き
く
変
化

し
て
い
ま
す
。
農
業
も
大
規
模
化
さ
れ
、

専
業
化
さ
れ
集
約
化
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

土
地
を
手
放
す
人
も
増
え
て
く
る
か
に
思

え
ま
す
。
仕
事
先
も
広
が
り
、
こ
の
地
域

と
離
れ
た
場
所
に
仕
事
を
持
ち
、
新
し
い

親
戚
・
友
人
を
持
つ
人
々
も
出
て
き
ま
し

た
。

　

し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
水
害
の
恐

れ
の
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
今
後
転
居
さ
れ
る

住
民
が
多
く
な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

○
お
わ
り
に

　

以
上
素
朴
な
三
つ
の
質
問
に
対
し
、
率

直
な
考
え
を
述
べ
ま
し
た
。
こ
の
た
び
の

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
よ
り
、
高
須
輪

中
に
対
す
る
教
育
現
場
か
ら
の
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
拙
稿
が
現
在
の

高
須
輪
中
を
知
る
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で

す
。




